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ひよこ組０歳児 保育活動報告 

１．年間保育目標 

１）保育者との信頼関係をもとに、人との関わりを喜び、自発的に遊んだり、自己主張を活発にする 
(心と言葉の応答) 

２）個人差に留意しながら、離乳や歩行の完成に向けて保育を進め、健やかな成長を促す 
３）安心出来る環境の中で、聞く、見る、触れるなどの体験を通して、身の回りに対する興味や好奇心の芽生え

を育む(物の応答) 

２．保育活動実践の報告 

〈定期保育活動〉 
・誕生会（毎月 1回）※保護者参加 
・異年齢交流  

月 計画 実施状況 備考 

４月 

〇裸足保育（通年） 
〇散歩（通年） 
〇誕生日会（毎月 1回） 
◯入園・進級式 
（よろこびの会） 

・裸足保育を実施した。 
・散歩は未実施。 
・誕生日会を実施。 
・本園・分園に分かれ、保育士によるペープサートや歌の
内容で入園・進級を祝う会を実施した。 

11日（木） 
よろこびの会 
 
25日（金） 
誕生日会 

５月 
〇誕生日会（毎月 1回） 

 〇端午の節句の会 
 

・誕生日会を実施。 
・端午の節句会は未実施。子どもたちと一緒に、鯉のぼり
を本園まで見にいった。 

23日（金） 
誕生日会 

６月 

〇誕生日会（毎月 1回） 
◯パネルシアター 
◯保育参観 
 

・誕生日会を実施。 
・パネルシアターの会では、保育参観の日に合わせて、
DANパネ団さんが来園し、パネルシアターを披露して 
頂いた。 

・設定した期間内の中で、保護者に保育室に子どもたち
の様子を見に来て頂き、保育参観を行なった。 

 

13日（金） 
パネルシアターの会 

25日（火） 
誕生日会 
 

７月 

〇誕生日会（毎月 1回） 
〇水遊び 
〇七夕の会 

・誕生日会を実施 
・水を含ませたスポンジに触れ、ジョウロから 
水を出したりして水遊びを行なった。 

・ペープサートを用いた、七夕の由来の説明や、お星様集
めゲームなどの内容で、七夕の会を実施した。 

７日（月） 
七夕の会 
25（金） 
誕生日会 

８月 

〇誕生日会（毎月 1回） 
 ◯スイカ割り大会 
 ◯コンサート 
〇夏祭りごっこ 

 

・誕生日会を実施 
・スイカ割り大会は未実施。 
・コンサート（かば☆うまライブ）を実施。 
・本園に遊びに行き、夏祭りごっこを行なった。５歳児が
お店屋さんになることで、異年齢で関わりながら、  
コリントゲームや水鉄砲的当て、人形すくいなどの内
容を楽しんだ。 

18日（月）
コンサート
20日（木） 
21日（金） 
夏祭りごっ
こ 

９月 
〇誕生日会（毎月 1回） 
〇災害時引き渡し訓練 

・誕生日会を実施 
・保護者も含め、引き渡しカードを用いて、線状降水帯発
生に伴う「避難指示」発令を想定した訓練を行った。 

25 日（木） 
誕生日会 

１０月 

〇誕生日会（毎月 1回）
〇お月見の会 
〇運動会 

 〇ハロウィンの会 

・誕生日会を実施 
・「おつきさまこんばんは」の絵本の読み聞かせや、米粉
粘土でお団子を作るなどの内容で、お月見の会を実施
した。 

・ハイハイレースや子どもたちが普段から親しんでいる
触れ合い遊びをプログラム内容に取り入れ、運動会を
実施した。 

・パネルシアターやお化けの的当てなどの内容を取り 
入れて、ハロウィンの会を実施した。 

６日（月） 
お月見の会 
26日（土） 
運動会 
31日（木） 
ハロウィンの会 

１１月 
○散歩 
〇誕生日会（毎月 1回） 

 ◯保育参観 

・１歳児と一緒に、園周辺の散歩を行った。避難者車に乗
って移動し、周囲の景色や自然を楽しんだ。 
・誕生日会を実施。 

６日（木）
みつる&りょうた

コンサート 
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 ◯お弁当の日 
 〇みつる&りょうたコンサート 

 

・保育参観は１２月に延期。 
・保護者のご協力のもと、弁当の日を実施した。 
・みつる&りょうたコンサートを実施。歌やペープサート、
ダンスなどの内容を楽しんだ。 

26日（水） 
お弁当の日 

１２月 

〇誕生日会（毎月 1回） 
〇クリスマス会 
 

・誕生日会を実施。 
・クリスマス会を分園で実施した。寸劇に合わせて、クリ
スマスの歌をみんなで歌ったり、子どもたちにプレゼン
トを渡すといった内容で行った。 

２４日 
クリスマス会 

１月 

〇誕生日会（毎月 1回） 
◯お正月の会 
〇どんど焼き 
○おむすびの日 
 

・分園で誕生日会を実施した。 
・分園・本園でお正月の会を実施。おせち料理や正月飾り
のイラストを見るといった内容で行った。 

・どんど焼きを実施。本園までい移動し、正月飾りを燃や
したり、その煙に浴びるなどして、会に参加した。 

・給食のメニューで、おにぎりを食べるなどして、おむす
びの日を実施した。 

５日 

お正月の会 

１９日 

どんど焼き 

 

２月 

〇誕生日会（毎月 1回） 
〇発表会 
〇節分の会 
 

・誕生日会を実施。 
・発表会を実施。普段から親しんでいる手遊びや絵本の
内容をプログラムに取り入れた。 

・節分の会を実施。鬼の被り物をつけた保育者に向かっ
てボールを投げたり、柊鰯を見てみるといった内容で
行った。 

３日 
節分の会 
７日 
発表会 

３月 

〇誕生日会（毎月 1回） 
〇ひなまつりの会 

○春の運動会とお別れ会 
 

・誕生日会を実施。 
・ひな人形のイラストを見たり「ひなまつり」の歌を歌う
といった内容で、ひな祭りの会を行った。 

・春の運動会を実施。本園の園庭に移動し、かけっこやダ
ンスなどのプログラムに参加した。年長クラスの子や
りす組のこなど、異年齢の子どもたちと関わりながら
参加することが出来た。 

３日 
ひな祭りの会 
５日 
春の運動会
とお別れ会 

３．全体の評価・課題 

１）保育者との信頼関係をもとに、人との関わりを喜び、自発的に遊んだり、自己主張を活発にする 

(心と言葉の応答) 

子どもたちと信頼関係を築くことができるよう、「抱っこ」「眠たい」「お腹がすいた」と、子どもたちが声を出

したり涙したりして主張することに対して、気持ちを受容していくようにした。その中で、「お腹すいたね。」「眠

たいね、ねんねしようか。」などと子ども達の反応に対して共感し、言葉掛けを行うことで、応答的な関わりを行

うことができた。また、これは生活場面だけでなく保育活動中においても、子どもが気付いたもの、見つけたも

のに対して「〇〇があったね。」と伝え、子どもの行動に対して「〇〇がしたかったんだね。」「上手に〇〇できた

ね。」といった言葉掛けを行い、応答的に関わることで信頼関係を築いていった。保育活動においては、触れ合い

遊びを多く取り入れて行くことで、心地よさや人と関わることの楽しさや喜びを経験できるようにすることがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

２）個人差に留意しながら、離乳や歩行の完成に向けて保育を進め、健やかな成長を促す 

離乳に関しては、クラス会議などで一人一人の食事の様子や喫食状況、気になる点やアレルギーのある子への

対応などを毎月話し合い、共有しながら進めていくことができた。その際、給食室の職員に、子どもの姿や喫食
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状況を話し、食事の様子を見に来てもらうことで、クラス内だけでなく給食室側とも共有するようにした。また、

保護者にも食べた事のある食材のチェックを行い、新たな食材を試して頂くよう声をかけ、家庭での食事の様子

を伺うなどして、保護者とも連携しながら離乳を進めて行くことができた。 

歩行の完成に関しては、寝返りを促すよう保育者が体を支えたり、うつ伏せの体制を保つことでずり這いを促

せるようにクッションを用意したりと環境を整えていった。また、「お馬はみんな」の歌に合わせて保育者がハイ

ハイをして見せたり、「待て待て」と追いかけたり、手を支えて一緒に歩いたりと、歩行に向けた段階的な体の動

きを、一人一人に合わせて関わり促していくことができた。これらの離乳と歩行に関して、どちらにおいても、

必要に応じて発達コーディネーター会議に情報を上げたり、園医に相談したりするなど、個人差があるからこそ、

丁寧に確認・共有を行い、対応や関わりを検討・工夫していくようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）安心出来る環境の中で、聞く、見る、触れるなどの体験を通して、身の回りに対する興味や好奇心の 

芽生えを育む(物の応答性) 

子どもたちの興味や好奇心を育むことができるよう、さまざまな活動を取り入れた。特に寒天や氷、米粉粘土

といった感触遊びを多く取り入れることで、子どもたちが手のひらや指先を使って、冷感や物の固さを自分で確

かめ、味わい楽しむ経験を育むことができた。また、手作り玩具を用意することで、子どもの「なんだろう」「触

ってみよう。」といった行動を促すようにした。手作り玩具には、さまざまな素材のものを取り入れることで、感

触の違いに気付き、物への興味や好奇心を育むことができた。 

活動以外においても、保育者が絵本の読み聞かせや手遊び・ダンスを取り入れて行った。その中で、絵本に興

味をもち集中して見る姿や、真似して体を動かしたり声を出したりする姿が見られるなど、イラストや言葉、音

楽やリズムへの興味・好奇心を促すことができた。遊びや活動において、まずは保育者が実際に目の前で遊んで

みせる、一緒に楽しむことで、子どもたちの「楽しそう。」「遊んでみたい！」といった興味を引き出すことがで

きるよう、関わることができた。 

戸外遊びに関しては園内の自然物がほとんどであったため、園外散歩などを取り入れ、園外にある季節の自然

物と関わる機会を設けることが出来ると良かった。 
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ひよこ組 1歳児 保育活動報告 

１．年間保育目標 

１）自我が芽生え、自分の要求や気持ちを行動や言葉で表し、自己主張する力を育む。 

２）四季の中で様々な遊びを楽しむことにより、心身の発達を育む。 

３）保育者に支えられながら身の回りのことを自分でやろうとし、できたことを喜ぶ。 

２．保育活動実践の報告 

〈定期保育活動〉 
・誕生会（毎月 1回）※保護者参加 
・異年齢交流  

月 計画 実施状況 備考 

４月 

〇裸足保育（通年） 
〇散歩（通年） 
〇入園・進級を祝う会 

・裸足保育を実施した。 
・散歩は実施出来ていない。 
・入園・進級を祝う会として「よろこびの会」を 
行い、入園、進級した喜びを味わうことが出来た。 

11日（木） 
よろこびの会 

５月 

〇夏野菜の苗植え 
（ゴーヤ） 
〇散歩（園の周辺） 
〇端午の節句の会 

・夏野菜の苗植えは実施できていない。 
・散歩は実施出来ていない。 
・端午の節句の会は由来の絵本と鯉のぼり製作を
行った。 

８日（木） 
端午の節句の会 

６月 

〇野菜の水やり 
〇散歩（通年） 
〇パネルシアター 
〇保育参観 

・野菜の水やりは実施出来ていない。 
・散歩は実施出来ていない。 
・保育参観の日に合わせて DAN パネ団によるパネ
ルシアターの会があり、親子で歌やパネルシアタ
ーを楽しむことが出来た。 

・保育参観では、感触遊びやお店屋さんごっこなど
親子で一緒に楽しめる遊びを計画した。 

１３日（金） 
パネルシアターの会 

 
２日（月）～ 
３０日（月） 
保育参観 

７月 

〇野菜の水やり 
〇水遊び 
〇七夕の会 
〇祖父母参観 

・野菜の水やりは実施出来ていない。 
・水遊びは、分園の園庭で、簡易的な噴水を使って、
水の冷たさや感触を楽しんだ。 

・七夕の会では、ペープサートや天の川に星を貼る
ことで七夕の由来を伝えた。 

・祖父母招待の中で、「お店屋さんごっこ」を計画
し、お買い物ごっこと制作を合わせて楽しんだ。 

７日（月） 
七夕の会 
１日（火） 
１０日（木） 
１９日（土） 
祖父母招待 

８月 

〇スイカ割り大会 
〇野菜の水やり 
〇野菜の収穫 
〇夏祭り 
〇かば☆うま 
コンサート 

・裸足保育を実施した。 
・散歩は実施出来ていない。 
・スイカ割り大会は実施出来ていない。 
・野菜の水やりは実施出来ていない。 
・野菜の収穫は実施出来ていない。 
・夏祭りでは、グループを分けて、保育者と一緒に
ミニゲームコーナーを楽しんだ。 

・コンサート（かば☆うまライブ）では、歌や 
ダンス、物語を楽しんだ。 

５日（火） 
６日（水） 
夏祭り 
18日（月） 
コンサート 

９月 
〇災害時引き渡し訓練 ・保護者も含め、引き渡しカードを用いて、線状降

水帯発生に伴う「避難指示」発令を想定した訓練
を行った。 

２日（火） 
引き渡し訓練 

１０月 

〇運動会 
〇ハロウィンの会 

・運動会では、保護者の方と一緒に果物を狩って 
ミックスジュースをみんなで完成させるプログ
ラムを行った。 

・ハロウィンの会では、ペープサートと的当て遊び
を楽しんだ。 

25日（土） 
運動会 
31日（金） 
ハロウィンの会 



 

１１月 

〇マラソン開始 
〇散歩（園周辺の公園） 

 〇ミツル＆りょうた 
コンサート 

〇保育参観 
〇お弁当の日 

・マラソンは実施出来ていない。 
・園周辺の散歩を行い、友だちや保育者と手を 
繋いで歩くことを伝えた。 

・ミツル＆りょうたコンサートでは、ダンスなどの
身体を動かす遊びと、座って見るシアターなどを
交互に楽しんだ。 

・保育参観は１２月に延期。 
・家庭からお弁当を準備していただき、意欲的に 
食べていた。 

６日（木） 
みつる&りょうた 

コンサート 
２６日 
お弁当の日 

１２月 

〇クリスマス会 
 

・クリスマス会に参加し、クリスマスのペープサー       
 トを見たり、クリスマスの歌を歌った。 

２４日 
クリスマス会 

１月 

◯お正月の会 
〇どんど焼き 
○おむすびの日 
〇かるた取り大会（写
真） 

・お正月の会では、おせちや正月の歌を歌ってお正
月の雰囲気を楽しんだ。 

・どんど焼きに参加した。 
・おむすびを食べた。 
・保育の中でかるた取りを楽しんだ。 

５日 
お正月の会 
１９日 
どんど焼き 

２月 

〇節分の会 
○発表会 

 

・節分の会では、ペープサートとボール遊びをして
楽しんだ。 

・発表会では、「きらきらぼし」「はたらくくるま」 
 「パン屋さん」の歌や手遊びを題材に表現した。 

３日 
節分の会 
７日 
発表会 
 

３月 

〇ひなまつりの会 

○春の運動会とお別れ会 
 

・ひな祭りの会では、間違い探しとひな祭りの歌を
楽しんだ。 

・春の運動会ではラジオ体操とかけっこをした。 

３日 
ひなまつりの会 
５日 
春の運動会 

３．全体の評価・課題 

１）友だちの遊びに興味、関心を持ち、友だちと同じものを使った遊びを楽しむ 

寒天遊びや戸外遊びなどの活動の中で、友だちと一緒に同じ遊びをすることを楽しむ姿が見られた。寒天遊び

では友だちと隣に並び、友だちが寒天を手で潰して机に広げている様子を見ると、それを真似することを楽しみ、

友だちと顔を合わせ笑いながら遊ぶ場面もよく見られた。戸外遊びでは、友だちと隣に並んで砂場遊びをしなが

ら、保育者と一緒におままごとを楽しんでいた。その中で、保育者が子どもたちに関わっていく事で、店員さん

になりきり「いらっしゃいませ」「なににしますか？」という言葉でのやり取りや、「はいどうぞ！」と物の受け

渡しのやりとりを促していくことが出来た。また、そのように保育者や友だちが楽しそうにやり取りを行う場面

を見て、周囲の子どもたちも「遊びたい！」「私もしたい！」と遊びに興味を示し、結果的に友だちの遊びへの興

味や参加を促すことが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）自分の思いや要求を身振り手振りや簡単の言葉を使って伝えるようにする 

年間を通して、子どもたちが身振り手振りや、簡単な言葉で自分の思いを伝えようとする姿が見られるように

なった。排泄の際には、保育者から距離を取り、「いやだ。」「でてない。」などと、今は行きたくないことを簡単
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な言葉で伝える姿が見られるようになった。また、食事の場面においては、おかわりが欲しい時には食べたいも

のの食器を指さしたり、保育者に差し出したりする姿や、「おかわり！」と言葉で伝える子の姿も少しずつ増えて

きた。友だちとの関わりにおいては、玩具のやりとりでトラブルも多く見られていたため、相手の玩具を使いた

いときには「貸して」と身振りをし、言葉で伝えてみることを、子どもたちに繰り返し伝えていった。その中で

徐々に「貸して」と身振りや言葉で伝ようとする子も増え、中には「あとで。」と返答できる子の姿も見られるよ

うになった。 

 

 

 

 

 

 

３）信頼できる保育者と安定した生活リズムの中で身の回りのことを自分でやりたいという気持ちを持つ 

生活リズムが安定してきた時期で、子どもたち自身が「おやつの時間だから手を洗いに行く」と理解しており、

自分から手洗い場に向かう姿が見られた。着替えでは、自分の鞄を指差し、着替えをしたいことを伝えたり、好

きな洋服を自分で選び、保育者と一緒に着替えをしたりすることが出来ていた。また、食事の時間には保育者と

一緒に「いただきます」「ごちそうさまでした」の挨拶を行い、スプーンを手に持って一人で食べ進めようとする

姿が見られた。身の周りのことを自分でしたいと思う年齢だからこそすべて保育者が行うのではなく、まずその

気持ちを受け止め、子どもたち自身で取り組めるよう、必要に応じて保育者が援助をした。 

 
  

 

りす組 ２歳児 保育活動報告 

１．年間保育目標 

１）一人ひとりの自我の育ちを見守り受けとめながら、情緒の安定を図り、自分の気持ちを安心して表すことが
出来るようにする 

２）保育者との安定した関わりのもとで、身のまわりのことを自分でしようとする心の芽生えを培う 
３）戸外遊びや様々な遊びを通して、自然物や周りのものに対する感性を養う 

２．保育活動実践の報告  

〈定期保育活動〉 
・誕生会（毎月 1回）※保護者参加 
・異年齢交流  
・散歩と自然散策 
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月 計画 実施状況 備考 

４月 

〇裸足保育（通年） 
〇散歩（園周辺の公園） 
〇入園を祝う会 
○制作「こいのぼり」 

・入園・進級を祝う会として「よろこびの会」を 
ホールで行い、進級した喜びを味わうことが 
出来た。 

・園周辺散歩は、テントウムシやタンポポの綿毛な
ど、季節の自然に親しんだ。 

１１日（金） 
入園を祝う会 
 

５月 

 〇夏野菜の苗植え 
（ゴーヤ） 

 ○園周辺散歩 
 〇端午の節句の会 
 ○制作「レインコート」 
  

・夏野菜を計画的に植えることが出来なかった。 
・端午の節句の会では、以上児と一緒にホールで紙
芝居などを見て由来について学んだ。 

・園周辺散歩では、４月と同じルートを再度歩き、
友だちと手を繋いで歩くことを伝えた。 

・制作は、絵の具とスポンジでスタンプし、レイン
コートの模様を表現した。 

８日（木） 
端午の節句の会 
１９日（月） 
園周辺散歩 
 

６月 

〇野菜の水やり 
〇お店屋さんごっこ 
〇保育参観 
○パネルシアターの会 
○制作「織姫と彦星」 
 

・保育参観では、家庭では難しい、泡や寒天を用い
た感触遊びや、園ならではの簡単な集団遊びを中
心に計画した。 

・保育参観の日に合わせて DAN パネ団によるパネ
ルシアターの会があり、親子一緒にシアターの絵
や歌を楽しむことが出来た。 

・織姫と彦星の着物の模様をクレパスのなぐり書
きで表現した。 

２日（月）～ 
３０日（月） 
保育参観 
１３日（金） 
パネルシアターの会 

 

７月 

〇七夕の会 
〇野菜の水やり 
○野菜の収穫 
〇水遊び 
○祖父母招待 
〇制作「花火」 

・七夕の会では、職員手作りの人形劇で七夕の由来
や飾りの意味を伝えた。 

・水遊びは、テラスの日影を利用して、簡易的な噴
水やジョウロ、水鉄砲などを使い、冷たさを感じ
たり水の流れを見たりして楽しんだ。 

・祖父母招待の中で、「クレープ屋さんごっこ」を
計画し、お買い物ごっこと制作を合わせて楽しん
だ。 

・制作は、レースペーパーの型に合わせて絵の具で
色付けを行った。 

７日（月） 
七夕の会 
１日（火） 
１０日（木） 
１９日（土） 
祖父母招待 

８月 

 〇スイカ割り大会 
 〇野菜の水やり 
 〇野菜の収穫 
 〇夏祭り 
 ○かば☆うまライブ 
 ○制作「鈴虫」 
 
 

・スイカ割りは、スイカの不作により未実施。 
・夏祭りは、未満児と以上児で日程を分け、保育者
と一緒にミニゲームコーナーを回りながら、景品
を受け取り楽しんだ。 

・かば☆うまライブは、ホールで歌やダンス、物語
などを楽しんだ。 

・制作は、水性ペンでのなぐり書きによる滲み絵
で、鈴虫の羽を表現した。 

５日（火） 
６日（水） 
夏祭り 
１８日（月） 
かば☆うまライブ 

９月 

 ○災害時引き渡し訓練 
〇お月見の会 

 ○カザンラック民族舞
踊団来園 

 ○制作「モンブラン」 

・保護者も含めて、線状降水帯発生に伴う「避難指
示」発令を想定した訓練を行った。 

・ブルガリアのカザンラック民族舞踊団の踊りを
ホールで鑑賞し、記念撮影を行った。 

・はさみの１回切りの経験として、黄色の折り紙を
切ってモンブランの制作をした。 

２日（火） 
引き渡し訓練 
１８日（木） 
カザンラック民族
舞踊団来園 

１０月 

 〇運動会 
 ○ハロウィンの会 
 ○制作「応援団」 

・運動会は、ラジオ体操と運動会の歌を披露し、か
けっこと親子競遊に取り組んだ。 

・クレパスの殴り書きで服の模様、また丸シールで
顔を作り、応援団の制作を行った。 

・ハロウィンの前日と当日は、廃材を使ってお化け
に扮装して遊んだ。 

 

２５日（土） 
運動会 
３１日（金） 
ハロウィンの会 

１１月 

 ○ミツル＆りょうた 
コンサート 

○お弁当の日 
〇制作「紅葉」 
〇散歩（園周辺の公園） 

・ミツル＆りょうたコンサートでは、身体を動かす
遊びと、座って見るシアターなどを交互にたくさ
ん楽しんだ。 

・制作は、糊を適切に使えることをねらいとして、
紅葉した木を制作した。 

・散歩は実施出来ていない。 

６日（木） 
ミツル＆りょうた 
コンサート 

１２月 
〇クリスマス会 
〇もちつき大会 

・もちつき大会は、２歳児は餅はつかずテラスから
見学、応援という形で雰囲気を味わった。 

２３日（火） 
もちつき大会 
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○制作「クリスマス 
ツリー」 

・クリスマス会は、地域支援と同時で行い、ホール
で職員からの寸劇やクイズ等の出し物を楽しん
だ。 

・制作は、折り紙を三角に折り、丸シールの飾りを
貼ってクリスマスツリーを表現した。 

２４日（水） 
クリスマス会 

１月 

〇お正月の会 
〇どんど焼き 
〇おむすびの日 
○かるた取り大会 
○制作「馬」 

・お正月の会は本園でホールに集まり、お正月飾り
やおせち料理の意味や由来を伝えた。また独楽回
しや福笑いなどのお正月遊びに親しんだ。 

・どんど焼きは、園庭で複数名ずつ 1つのしめ飾り
を持って火に投げ入れることが出来た。 

・かるた取り大会は実施していない。日々の活動の
中で、絵かるたに触れた。 

・制作は、折り紙で干支の馬の顔を折った。 

１９日（木） 
どんど焼き 
 

２月 

〇節分の会 
〇発表会 
○制作「鬼のマス」 

・発表会は年齢ごとに行い、『はらぺこあおむし』
のオペレッタ、ダンス２曲、歌を披露した。 

・節分の会は、ホールで由来を学んだ後、保育室に
て新聞紙で作った豆を使って豆まきごっこを行
った。同日に一日保育士体験の保護者がいたた
め、鬼に扮して参加して頂いた。 

・制作は、鬼の顔をクレヨンで描き、糊で角や髪の
毛のパーツを貼り、豆まき用のマスを作った。 

３日（火） 
節分の会 
７日（土） 
発表会 
 
 

３月 

〇ひなまつりの会 

○春の運動会とお別れ会 
〇移行保育 
○制作「チューリップ」 

・ひな祭りの会は、移行保育で本園に来ていた１歳
児と一緒にホールで雛人形などを見ながら由来
について学んだ。 

・春の運動会は、以上児と一緒に綱引きやスウェー
デンリレー、ダンスを行った。 

・移行保育は、発表会後よりまずは２歳児全員でこ
あら組を使用し、年長クラスのトイレの使い方な
どを確認した。３月からはぱんだ組の保育室で過
ごし、新たな部屋の環境に慣れる期間を設けた。 

・春の制作は、折り紙でチューリップを１人２枚ず
つ折った。 

３日（火） 
ひなまつりの会 
５日（木） 
春の運動会 

 

３．全体の評価・課題 

１）一人ひとりの自我の育ちを見守り受けとめながら、情緒の安定を図り、自分の気持ちを安心して表すことが

出来るようにする。 

子どもたちと新しい担任らとの間に信頼関係が築けるまで、１部屋で全員一緒に過ごしてきた。その中で、初

めて集団生活を経験する新入園児や、家庭環境に変化のあった子どもなど、個々の状況に合わせて寄り添う関わ

りを行った。安心できる保育者の存在を知り、好きな遊びを見つけていく中で、使いたい場所や玩具の取り合い

は多々見られた。しかしその都度子どもたちの気持ちを代弁したり、友だちや保育者に対する適切な言葉の表現

の仕方を伝えることで、少しずつ子ども同士でおままごとの会話が増えたり、保育者に自分の気持ちや思い出を

伝えようとしたりする姿が増えた。後半期には、帰りの会の中で、時々歌に合わせたり玩具のマイクを使ったり

しながら、「自分の名前」「好きな動物」「好きな食べ物」など、簡単な質問に対する発表の場を設け、緊張しない

雰囲気を作りながら自分の言葉を述べる機会を作った。それにより、子どもたちの意外な好みや知識を感じるこ

とが出来た。 
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２）保育者との安定した関わりのもとで、身のまわりのことを自分でしようとする心の芽生えを培う。 

りす組から、子どもたちにとって初めての「お道具箱」の使用が始まり、糊やクレパス、粘土などを初めて使

う際には、必ず道具の名前や使い方、片付けの仕方など、約束事を伝えてから活動に取り組んだ。またお道具箱

や鞄のロッカーには、子どもたちそれぞれが選んだ同じ動物のシールを貼ることで、文字が読めなくても自分の

持ち物の場所を覚えて使うことが出来るようになった。 

衣服の着脱や片付けについては、毎日着替えの際に「半分こ」と言いながら衣服の畳み方を伝え、帽子を鞄の

中に仕舞う・鞄のチャックを閉める等、細かい動作を一つ一つ繰り返し伝えた。また、衣服が裏返らないような

服の脱ぎ方を伝えると共に、裏返ってしまった時は自分で元に戻せるようにやり方を伝えた。 

食事に関しては、野菜の好き嫌いや食わず嫌いをする姿は度々見られたが、自分で食べられた時や、食具を正

しく持つことが出来たときにはしっかりと褒めながら、個々の状況に合わせて関わった。食後の食器の片付けや

椅子の移動に関しては、子どもたち数名が自らやり始める姿をきっかけに、皆に正しい持ち運び方を伝え、習慣

として取り組めるようになった。１月からは、家庭より子どもたち個人のお箸セットとコップを用意して頂いた。

毎日給食の時間になると自分の鞄から取り出して、お箸セットを布で包んで結ぶ方法を伝えた。手先の器用さに

は個人差が見られたが、毎日取り組むことで、１人で出来るようになった子どもが他の友だちに結び方を教えた

り、手伝ってあげたりするなど、子どもたちなりの優しい姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）戸外遊びや様々な遊びを通して、自然物や周りのものに対する感性を養う。 

春には戸外遊びや園外への散歩を楽しみ、タンポポの綿毛やダンゴムシ、テントウムシ等小さな生き物の存在

を伝え、一緒に触れながら関わりを見守った。また、毎日の朝の会や帰りの会の中で四季折々の歌を歌い、歌や

手遊び、リトミックといった身体表現からイメージを広げ、実際の生き物や草花への触れ合いと結び付けていっ

た。夏の水遊びでは、濡れたり冷たいと感じたりするだけでなく、子どもたち自らコップやジョウロで水を移し

替える遊びに集中するなど、水の量や動きにも注目して遊ぶ姿が見られた。秋には木の実や落ち葉を集めて、好

きな色や形を探し、枯葉の音や感触を全身で楽しむ姿が見られた。冬にはテラスに積もった雪や薄く張った氷を

踏んだり手でかき集めたりして、自然の氷や雪、空気の冷たさを肌で感じながら遊んだ。また、きょうだい児を

きっかけに、５歳児と積極的に関わり、きょうだい児以外の子どもたちも三輪車を押してもらったり一緒にボー

ル遊びをしてもらったりと、楽しんで遊ぶ姿が見られた。 
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ぱんだ組・こあら組・うさぎ組 ３歳児 保育活動報告 

１．年間保育目標 

１）様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。 
２）保育士や友だちと一緒に遊んだりぶつかり合う中で、人との関わりをよりよいものにしていく。 
３）様々な経験から気づいたことを、ことばで伝えたり描いたりして表現する。 
４）みんなで食べる楽しさを味わい、食べることの大切さがわかる。 

２．保育活動実践の報告  

〈定期保育活動〉 
・誕生会（毎月 1回）保護者参加  
・同年齢保育、異年齢交流  
・散歩と自然散策  
・クッキング  
・お茶会 
 

月 計画 実施状況 備考 

４月 

○裸足保育（通年） 
○畑の土いじりと虫の観察 

(カナブンの幼虫・ミミズ) 

・畑活動は実施出来ず、カナブンの幼虫などに触れ合
うことが出来なかった。園庭にいるダンゴムシやち
ょうちょの幼虫には触れることが出来た。 

・11日に入園・進級式を行った。 

１１日（金） 
入園式・進級式 

５月 

○さつま芋の苗植え  
○カタツムリの飼育と観察 

○散歩（園周辺） 
〇端午の節句の会 

 

 

・サツマイモの苗は子どもたちに見せ、話をした後に
畑に植えた。 

・端午の節句の会では、こどもの日に関するクイズを
考えたり、紙芝居を見たりして、由来を伝えた。 

８日（木） 
端午の節句の会 
 

６月 

○畑の草取りと虫の観察 

○芋の水やり 
○お店屋さんごっこ 
 

・園外活動では、グローバルアリーナへ２グループに
分かれて、園バスに乗って行った。 

・保育参観の日に合わせて DANパネ団によるパネルシ
アターの会が行われ、親子と一緒にシアターや歌を
楽しんだ。 

・お店屋さんごっこは実施することが出来ていない。 

６日（金） 
グローバルアリーナ 

１３日（金） 
DANパネ団 
パネルシアター 

７月 

○草取りと芋の水やり 

○水遊び 
〇七夕の会 

・熱中症アラートが出る日が多かった為、室内での氷
遊びや寒天遊びなどをった。 

・七夕の会は、織姫と彦星の人形劇を見て、七夕の由
来を学んだ。 

７日（月） 
七夕の会 
 

８月 

○草取りと芋の水やり 

○夏祭り 
〇コンサート 
〇スイカ割り大会 

・夏祭りでは、異年齢の少人数のグループに分かれて 
ホール内のブースを回った。 

・かば☆うまライブは、ホールで 2歳児から５歳児が
集まり、歌やダンスなどを楽しむことが出来た。 

・スイカ割りは、暑さの影響でスイカが実らず、実施
していない。 

５日（火） 
６日（水） 
夏祭り 
１８日（月） 
かば☆うまライブ 

 
９月 

○草取りと芋の水やり 

〇お月見の会 
○カザンラック民族舞
踊団来園 

 

・芋の水やりは出来ていない。 
・お月見の会は実施していない。 
・ブルガリアのカザンラック民族舞踊団の踊りをホー
ルで鑑賞した。 

１８日（木） 
カザンラック民
族舞踊団来園 

１０月 

○運動会 
○草取りと芋の水やり 
○芋掘り 
 

・畑の芋掘りを行った。 
・運動会はダンスやかけっこ・リレー・親子競技など
を行った。 

・ハロウィンの会は、お菓子を入れるかごとキャンデ
ィーを制作し、異年齢の友だちに配ったり、ダンス
を踊ったりした。 

６日 
芋掘り 
２５日（土） 
運動会 
３１日（金） 
ハロウィンの会 
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１１月 
〇ミツル＆りょうたコ

ンサート 

〇保育参観 

・ミツル＆りょうたコンサートでは、身体を動かす遊
びと、座って見るシアターなどを音楽に合わせて、
楽しむことが出来た。 

６日（木） 
ミツル＆りょうた
コンサート 

１２月 

〇クリスマス会 ・もちつき大会は、餅はつかずに 4・5歳児の応援とい
う形で参加し、おこわをもらって食べた。 

・クリスマス会は、地域支援と同時で行い、ホールで
職員からの寸劇やクイズ等の出し物を楽しんだ。職
員の手作りのクリスマスプレゼントを渡した。 

２３日(火) 
もちつき大会 
２４日(水) 
クリスマス会 

１月 

〇お正月の会 
〇どんど焼き 
〇おむすびの日 

・お正月の会は本園でホールに集まり、正月飾りやお
せち料理について視覚的に伝えた。また、独楽回し
や福笑い・かるたなどのお正月遊びに親しんだ。 

・どんど焼きは、園庭で子どもたちが数名ずつ 1つの
しめ飾りを持って、火に投げ入れて無病息災を願う
ことが出来た。 

５日(月) 
お正月の会 
１９日（月） 
どんど焼き 
１６日(金) 
地震訓練(おむす
びの日) 

２月 

〇発表会 

〇節分の会 

 

・節分の会は、ホールで由来を学んだ後、職員が鬼に
変装し、新聞紙で作った豆と手作りの升を使って豆
まきごっこを楽しんだ。 

・発表会は、ホールにて同年齢で劇・ダンス・歌を披
露した。 

・お茶会は、雛人形を見ながら２グループに分かれて 
春の花を観賞し、お茶・和菓子を食べた。 

３日(火) 
節分の会 
７日（土） 
発表会 
２７日(金) 
お茶会 

３月 

〇ひなまつりの会 

〇春の運動会とお別れ     

  会 

 

・ホールでひな祭りの会を行い、雛人形を見ながら絵
本やクイズで由来を学んだ。 

・全学年が園庭に集まり、春の運動会を実施。リレー
やダンスを楽しむことが出来た。午後からは、５歳
児のお別れ会をホールで年長全員で行い、職員から
の出し物を楽しんだ。 

３日（火） 
ひなまつりの会 
５日（木） 
春の運動会と 
 お別れ会 
９日（月) 
からこま座来園 

 

3．全体の評価・課題 

１）様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。 

子どもたちに次にすることや、一日の流れを事前に時計を見ながら知らせ、繰り返し伝えることで、習慣化し

ていき自然と次の行動に移れるようになった。年長クラスになり、新しくシール帳に取り組み、最初は日付の場

所が分からない子も、周りの友だちから教えてもらうことで、数字も理解することが出来ていた。お箸セットや

着替えを自分で出来たときに、しっかりと褒めていくことで、段々と自分で取り組もうとして達成感を味わう子

どもが増えてきた。まだ、一人でシーツ掛けを行うことが難しい子どももいるので引き続き援助が必要である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）保育士や友だちと一緒に遊んだりぶつかり合う中で、人との関わりをよりよいものにしていく。 

遊びの中で、友だちと一緒に遊びたいがなかなか自分の気持ちが伝わらなかったり、相手の気持ちを汲み取

れずにトラブルになったりする事が多かった、その都度保育士が間に入り、子どもの気持ちを受けとめたり、
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相手の気持ちを代弁していくようにしていくと子どもたちも段々と気の合う友だちを見つけ一緒に遊ぶ姿が

見られるようになった。また、遊びの中で言葉の意味を理解せずに望ましくない言葉を使う子どももいた為、

その都度言葉の意味を伝えながら「どんな気持ちになるか」を子ども自身と考えられるように話をしていった。 

 

 

 

 

 

 

３）様々な経験から気づいたことを、ことばで伝えたり描いたりして表現する。 

 動物かるた遊びでは、名前を言われたカードを取っていき、友だちと被った場合は、じゃんけんをして譲り合

う姿が見られていた。時にはぶつかり合うこともあるが、お互いの話を聞いてどうしたかったのか・解決する為

にはどうすればいいのかを話す機会を作っていった。動物の名前も理解して、どっちが先に取ったのか、お互い

に伝え合う姿が見られていた。制作では、月ごとに技法も内容も変えていきながら、色々な物を作った。糊やは

さみを使ったり、自由帳に好きな色を使って、思い思いに想像したものを描こうとする姿が見られた。また、絵

本を見ながら真似して描いていこうとする姿も見られており、少しずつ形のあるものが描けるようになってきて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）みんなで食べる楽しさを味わい、食べることの大切さがわかる。 

  給食の時間は、異年齢や同年齢で食べる機会を設けながら、友だちと会話しながら一緒に食べる楽しさを味わ

うことが出来た。異年齢では、年上の友だちにお箸セットの準備を手伝ってもらい、自分で結ぶことが難しくて

も、友だちに自分からお願いしたり、教えてもらったことを自分で取り組んでみたりしようとする姿があった。

給食のメニューでは、見た目から判断して食べようとしない姿があったが、量を「減らしてください」と伝える

姿があり、自分で少しだけ食べてみようとすることが増えてきた。おかわりも時間を決めながら「おかわりくだ

さい」と自分で好きな物をおかわりしにくる姿が見られていた。クッキングでは、畑で取れたさつまいもを使っ

て、スイートポテトを作り、材料を混ぜて固まっていく楽しさを味わい、自分たちで作ったものを美味しそうに

食べる姿が見られていた。 
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ぱんだ組・こあら組・うさぎ組 ４歳児 保育活動報告 

１．年間保育目標 

１）ルールのある遊びや友だちと協力し合って取り組む活動が出来るようになる 
２）身近な人と親しみ、関わりを深め、工夫したり協力したりして、一緒に活動する楽しさを味わう 
３）豊かな生活経験を通して、面白さ、不思議さ、美しさ等に気付き、感じたこと、想像したこと等を様々な方

法で表現する 
４）野菜の栽培や収穫、調理等の経験を通して食の大切さに気付く 

２．保育活動実践の報告  

〈定期保育活動〉 
・誕生会（毎月 1回）※保護者参加 
・同年齢保育、異年齢交流 
・散歩と自然散策 
・クッキング  
・お茶会 
 

月 計画 実施状況 備考 
４月 〇裸足保育 

〇散歩 
〇誕生会 
〇入園を祝う会 
〇畑の土づくり 
〇花の種まき（ひまわり） 

 

・裸足保育を実施。 
・散歩未実施。 
・誕生会実施。 
・入園を祝う会を実施し、保育者による「チューリッ
プ」や「おはながわらった」の歌のペープサートを
楽しんだ。 

・畑の土づくり未実施。 
・ひまわりの種まき未実施。 

１１日（金） 
入園・進級を祝う会 
 

５月  〇鈴虫の飼育と観察 
〇夏野菜の苗植え 
（なす・きゅうり） 
〇コスモスの種まき 
〇草取り・野菜の水やり 

 

・鈴虫の飼育と観察未実施。 
・夏野菜の苗植えは、オクラをきゅうりに変更して
実施した。子どもたちと一緒に、駐車場横の畑に苗
を植えた。 

・コスモスの種まき未実施。 
・草取り・水やりは、戸外遊びのタイミングで、少人
数に分かれて実施した。 

８日（木） 
端午の節句の会 

６月 ○お店屋さんごっこ 
〇ツマグロヒョウモンの

観察 
〇草取り・野菜の水やり 

・お店屋さんごっこは７月に延期。 
・ツマグロヒョウモンの観察を異年齢で行った。 
・なすときゅうりの水やりを、戸外遊びのタイミン
グで、少人数に分かれて実施した。 

２日（月）～ 
３０日（月） 
保育参観 
１３日（金） 
パネルシアターの会 

７月 〇浜遊び（神湊海岸） 
〇草取り・野菜の水やり 
〇野菜の収穫 
〇七夕の会 

・浜遊びは酷暑により延期。 
・草取り・水やりは、戸外遊びのタイミングで、少人
数に分かれて実施した。 

・野菜の収穫は、異年齢の少人数グループに分かれ
て実施した。 

・七夕の会を実施し、人形劇で七夕の由来を伝えた。 

７日（月） 
七夕の会 
１日（火） 
１０日（木） 
１９日（土） 
祖父母招待 

８月 〇スイカ割り大会 
〇鈴虫の観察 
〇土づくりと白菜の 
種まき 

〇夏祭り 
〇コンサート 

・スイカ割り大会は、スイカが害獣に食べられたた
め延期。 

・鈴虫の観察は、子どもたちが通る事務室に設置し、
いつでも観察することができるようにした。 

・夏祭りでは、コリントゲームや水鉄砲の的当て、 
ヨーヨーすくいなどのブースを用意し、実施した。 
ブースを回る際には、５歳児がお店屋さんになり、
３、４歳児の異年齢の小グループでブースを回る
ことで、異年齢での関わりが見られた。 

・かば☆うまライブを実施し、子どもたちと歌やダ
ンスを楽しんだ。 

５日（火） 
６日（水） 
夏祭り 
１８日（月） 
かば☆うまライブ 

９月 〇コスモスの種まき 
〇お茶会 

・コスモスの種まき未実施。 
・お茶会を実施し、季節の花を子どもたちと見たり、

２日（火） 
引き渡し訓練 
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お茶やお茶菓子を食べて味わった。 １６日（火） 
お茶会 
１８日（木） 
カザンラック民族
舞踊団来園 

１０月 〇運動会 
〇草取りと水やり 
〇大丸探検バトンタッチの会 

・運動会では、ダンスを披露し、親子競技、かけっこ
リレーなどに取り組んだ。 

・草取りと水やり畑に植えていない為未実施。 
・大丸探検バトンタッチの会未実施。 

２５日（土） 
運動会 
３１日（金） 
ハロウィンの会 

１１月 ○マラソン開始 
〇芋つるリース作り 
〇王丸探検 
〇観劇 
〇七五三参り（浄蓮寺） 
〇菊花展 

 

・浄蓮寺に参拝し七五三参りを実施した。 
・宗像大社にて菊花展を鑑賞した。 
・芋づるリース作りは未実施。 
・観劇は未実施。 

６日（木） 
ミツル＆りょうた 
コンサート 
14日（金） 
七五三参り 
18日（火） 
菊花展 

１２月 〇うどん屋さんごっこ 
〇野菜の収穫（白菜） 
〇クリスマス会 
〇餅つき大会 

・うどん屋さんごっこは未実施。 
・野菜の収穫は３月にキャベツの収穫に変更。 
・クリスマス会は、クリスマスにまつわる寸劇を見
たり歌を歌って楽しんだ。 

・蒸したてのおこわを味わい、保育者と一緒に餅を
ついた。 

２３日(火) 
もちつき大会 
２４日(水) 
クリスマス会 

１月 〇お正月の会 
〇どんど焼き 
〇おむすびの日 
（震災についての話） 
〇かるた取り大会（虫） 

 

・お正月の会ではおせちの意味を学び、歌を歌って
新年をお祝いした。 

・どんど焼きの意味を知り、お正月飾りのお焚き上
げを体験を実施した。 
・震災があった時を想定し、おにぎりや缶詰の果物
などをたべた。 
・保育の中でかるた遊びを実施。 

５日(月) 
お正月の会 
１５日(木) 
どんど焼き 
１６日(金) 
地震訓練(おむすび
の日) 

２月 〇発表会 
〇節分の会 

・同年齢で劇、歌、遊戯をホールで実施。 
・ホールにて節分について説明した後、保育者がオ
ニ役となり豆まきごっこを実施。 

 
 
 

３日(火) 
節分の会 
２７日(金) 
お茶会 

３月 〇ひな祭りの会 
〇お茶会 
〇春の運動会とお別れ会 

〇移行保育 
〇春野菜準備（土づくり） 

〇じゃが芋植え 
 

・ホールにてひな祭りの会を実施。 
・お茶会を２グループに分かれ、季節の花やお抹茶、
お茶菓子を味わう体験を実施。 

・全学年が園庭に集まり、運動会を実施。午後からお
別れ会を実施。 

・卒園式に在園児代表として、参加。送辞を送る。 

３日(火) 
ひなまつりの会 
５日(木) 
春の運動会と 
 お別れ会 
９日(月) 
からこま座来園 
２０日(金) 
卒園式 

 

３．全体の評価・反省 

１） ルールのある遊びや友だちと協力し合って取り組む活動が出来るようになる 

集団遊びの中では、進級当初からフルーツバスケットやハンカチ落とし、はないちもんめ等の遊びを楽しむ姿

がありルールや役割を理解でき、みんなで楽しめるようになった。分からない友だちに教えてあげることが出来

るようになった。毎週金曜日を掃除の日と設定し保育を行った。掃除をする中でどこが汚いかを自ら見つけ友だ

ちと共有し合い掃除をする活動に取り組めた。配慮が必要な子は、保育者と一緒に取り組み、仲介者として友だ

ちと一緒の活動に参加できるようにした。 
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２） 身近な人と親しみ、関わりを深め、工夫したり協力したりして、一緒に活動する楽しさを味わう 

進級時から 9 月頃まで異年齢で１日を過ごしていた。その中で、初めて年下の友だちと過ごすことに戸惑いも

見られる中、段々と関わり方が分かりお手伝いする姿や慰める姿などが見られるようになった。また、同年齢で

過ごす日には、気の合う友だちと一つの遊びを一緒に楽しむ姿が見られていた。５歳児が取り組んでいる縄跳び

の様子を見て、自分もやりたいと真似して挑戦する姿も見られた。運動会では、配慮が必要な子どもに対して保

育者が一人傍に付き、普段と異なる環境からくる緊張感や不安感に寄り添い、競技に参加出来たときには一緒に

喜び合うことで、達成感を味わうことが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

３） 豊かな生活経験を通して、面白さ、不思議さ、美しさ等に気付き、感じたこと、想像したこと等を様々な方

法で表現する 

朝の会の中で、毎日の日付と天気を声に出して確認し、その際に「今日の天気は晴れ」「曇り」など子ども同士

で違う言葉が出てくることがある。雲の量や光の量等を見て考えることを伝え「じゃあ晴れのち曇りは？」と提

案する姿が見えるようになってきた。また、戸外遊びの際には夕焼けや、赤く色づき始めた葉っぱを見て「綺麗

だね」と友だち同士で葉っぱを集め、おままごとを楽しむ姿や落ち葉のシャワーを楽しむ姿などが見られた。配

慮が必要な子に関しては、本人の気付きをしっかりと受容し、他の友だちに共有することで達成感や視野が広が

るように支援した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）野菜の栽培や収穫、調理等の経験を通して食の大切さに気付く 

５月になすときゅうりを植え栽培を始めた。酷暑の為水やりや草とりはほとんどできなかったが、収穫は異年

齢の少人数で交代して行い、他のクラスの友だちにも見せ楽しむことが出来た。また、おやつになるトウモロコ

シの皮をむく活動も行った。力のいる作業に苦戦しつつも皮を全て取り除くことが出来た。翌日のおやつはいつ
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も以上の美味しさを感じていた。配慮は必要な子には、保育者が必ず一人付き安全に取り組めるように援助した。

また、できたことをしっかりと褒めることでやる気や達成感に繋げることが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぱんだ組・こあら組・うさぎ組 ５歳児 保育活動報告 

１．年間保育目標 

１）ルールのある遊びや協力し合って取り組む活動が出来るようになる（遊び重視の保育） 
２）身近な人と親しみ、関わりを深め、工夫したり協力したりして一緒に活動する楽しさを味わう 
（コミュニケーション重視の保育） 

３）豊かな生活経験を通して、面白さ、不思議さ、美しさなどに気付き、感じたこと、想像したことなどを様々
な方法で表現する（生活体験重視の保育） 

４）野菜の栽培や収穫、調理などの経験を通して食の大切さに気付く（からだ育ての食育を重視した保育） 

２．保育活動実践の報告  

〈定期保育活動〉 
・誕生会（毎月 1回）※保護者参加  
・同年齢保育、異年齢交流  
・散歩と自然散策 
・赤間交流会、真愛保育園交流会 
・散歩と自然散策  
・クッキング・お茶会 ・就学前活動 
 

月 計画 実施状況 備考 

４月 

○裸足保育（通年） 
○入園・進級を祝う会 
○花まつり 
（浄蓮寺）  
〇王丸探検① 
○畑の土づくり 
○カブトムシの 
飼育と観察 

○アゲハチョウの 
飼育と観察 

（パセリ栽培開始） 

・正助村への散歩を実施した。 
・入園・進級を祝う会では、分園と本園で分かれて、映
像を通して、顔合わせを行った。 

・花まつりは、園から歩いて浄蓮寺へ行き、ご住職のお
話を聞き、甘茶かけを体験した。 

・オクラ・ゴーヤ・パセリの苗を畑に植え、栽培を行っ
た。 

・王丸探検に行き、フィールドビンゴを用いて王丸の自
然を観察した。 

・カブトムシは酷暑の影響で幼虫が上手く育たず、飼育
できなかった。 

・パセリを畑に植え、水やりに行った。 

１０日（木） 
散歩 
１１日（金） 
入園・進級を祝う会 

１６日（水） 
畑の土づくり 
１３日（土） 
花まつり 
２２日（火） 
王丸探検 
２３日（水） 
パセリ栽培開始 

５月 

○王丸探検② 
○スイカの苗植え 
○花の種まきと 
成長（あさがお） 

○アゲハチョウの 

飼育と観察 

（パセリとアゲハチョウ） 

・スイカの苗植えを畑に行い、定期的な水やりと観察を
行った。 

・個別のプランターにアサガオの種まきをした。 
毎日の日課として水やりをした。 

・パセリに、キアゲハの幼虫を確認した。 

８日（木） 
端午の節句の会 
１４日（木） 
スイカの苗植え 
１９日（月） 
アサガオ土づくり 

種植え 

２１日（水） 
アサガオの種まき 
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６月 

○梅干し作り 
○パネルシアター
の会 

〇王丸探検③ 

・パネルシアターの会に参加をし、表現の楽しさを味わ
った。 

・王丸探検は、実施出来ていない。 
 

１３日（金） 
パネルシアターの会 

７月 

〇浜・磯遊び 
（神湊海岸） 
○草取り・野菜の水やり 

○スイカの収穫 
○カブトムシの成長 
○七夕の会 
〇祖父母招待 

・食育の一環で栄養士と共に梅干し作りを行った。梅の
ヘタ取りや塩漬け、日にちを置いて梅を揉んで瓶詰め
にする行程を行った。 

・酷暑の為、海活動を実施していない。代替えとして宗
像ユリックスの図書館を訪問し、多くの本に触れた。 

・日替わりで畑の草取りや水やり、夏野菜（オクラ・*
スイカ・ゴーヤ）の収穫を行った。収穫した野菜は 
給食室に届け給食で提供した。 

・七夕飾りを制作し、七夕の会を行った。 
・カブトムシの成虫を観察できた。 
・祖父母招待を３回実施し、毎回歌のプレゼントを行
い、伝承遊びを保育活動として取り入れ、触れ合う場
となった。 

 

保育参観随時 
２日(水) 
梅干し作り 
７日（月） 
七夕の会 
１０日(木) 
祖父母招待 

８月 

○スイカ割り大会 
〇野菜の収穫 
○夏祭り 

 

・夏祭りは２日間実施した。２日目は２・３・４歳児の
異年齢の少人数グループを作り、5 歳児が担当となり
出店屋さんとして参加した。 

 

５日（火） 
６日（水） 
夏祭り 

９月 

〇王丸探検④ 
○花の種まき（菜の花） 

○冬野菜の準備（大根） 

○草取りと水やり 
〇ブルガリア来園 
〇赤間交流 

・大根の種まきを行った。 
・ブルガリアのカザンラック民族舞踊団が来園され、子
どもたちから歌のプレゼントを行った。(午前中) 

・赤間保育園にて、カザンラック民族舞踊を鑑賞した。
赤間交流会として、赤間保育園５歳児と関わることが
出来た。 

 

１８日（木） 
カザンラック民族舞

踊団来園 

２９日（月） 
大根の種まき 
 

１０月 

○運動会（お弁当の日） 

 〇チャレンジキャンプ 
○草取りと水やり 
〇ハロウィンの会 
〇バス遠足 

・日赤看護大学体育館にて、全年齢での運動会を行っ
た。未満児と以上児で時間を分けての実施の為、お
弁当は無かった。 

・王丸探検として 2 グループに分かれて行った。 
・ハロウィンの会を実施した。 
・バス遠足は、１１月に延期。 
・チャレンジキャンプは、１１月に延期。 
 

２５日（土） 
運動会 
３１日(金) 
ハロウィンの会 

１１月 

○マラソン開始 
○観劇 
〇お茶会 
〇カレー屋さん 
ごっこ 

 

・園庭で準備体操を行った後、マラソンに取り組んだ。 
・１０月に予定していたキャンプを２グループに分か
れて実施し、テント立て・トイレ作り・クッキング等
を経験した。 

・西鉄バスを貸し切り、子どもたちと職員のみで到津の
森へ遠足に行った。 

６日（木） 

ミツル＆りょうたコンサート 

１１日～１２日 

王丸チャレンジキャンプ① 

１３日～１４日 

王丸チャレンジキャンプ② 

２６日（水） 

バス遠足 

１２月 

〇野菜の収穫(大根) 
 干し大根・漬物 
○もちつき大会 
○クリスマス会 

 ○郵便屋さんごっこ 

 

・大根の収穫をし、赤間保育園に届けた。 
・餅つきを実施した。 
・クリスマス会を実施した。 
・郵便屋さんごっこで、手紙のやりとりができた。 

１３日(土) 
5 歳児保育参観 
２３日(火) 
もちつき大会 
２４日(水) 
クリスマス会 

１月 

〇お正月の会 
○どんど焼き 
○おむすびの日 
○かるたとり大会 
〇交通安全教室 

・園庭にて、どんど焼きを行い、しめ飾りのお焚き上げ
を行った。  

・地震訓練と合わせて、「おむすびの日」についての話 
を当時の写真を用いて、子どもたちに伝えた。 

・かるた取り大会は実施していないが、日々の保育の中
でかるたに触れて遊んだ。 

・交通安全教室は２月に実施。 

５日(月) 
お正月の会 
１９日(木) 
どんど焼き 
１６日(金) 
地震訓練(おむす
びの日) 

２月 
○節分の会 
○発表会 
 

・ホールにて、節分の会を行い、その後鬼に扮した職員
と豆まきごっこを行った。 

・ホールにて、同年齢での発表会(合奏・劇・歌)を行っ

３日(火) 
節分の会 
１０日(火) 
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た。 
・ホールにて、５歳児対象のトヨタ交通安全教室に 
参加した。 

赤間小見学 
１３日(金) 
交通安全教室 
２７日(金) 
お茶会 

３月 

○ひな祭りの会 
○お茶会 
○春の運動会と 
お別れ会 

○卒園ドライブ 
〇卒園記念写真 
〇お花見散歩 

・ホールにて、ひなまつりの会を行った。 
・２グループに分かれてのお茶会を行った。 
・園庭にて、全年齢での春の運動会を行った。 
また、午後は５歳児を送る会を行った。 

・２グループ別日程で、卒園ドライブに行った。 
（成田山不動寺、神湊） 
・お花見散歩は実施せず、新立山登山を実施した。 
 

３日(火) 
ひなまつりの会 
４日(水) 
卒園記念写真 
５日(木) 
春の運動会と 
 お別れ会 
９日(月) 
からこま座来園 
１１日(水) 
新立山登山 
１６日(月) 
卒園ドライブ 
２０日(金) 
卒園式 

 

３．全体の評価・課題 

１）身近な社会や自然事象に興味関心をもち、自ら工夫し、新しい考えを生み出す喜びや楽しさを味わう。 

祖父母招待を実施し、祖父母の方と伝承遊びや物作りを通して関わりを持つ事が出来、年上の人を敬う気持ち

を持つ事に繋がった。また、カザンラック民族舞踊団来園の際に、国際交流を持つ機会ができた。ブルガリアの

伝統舞踊を間近で見る事により、表現する楽しさや表現の豊かさを感じることが出来た。その際に赤間保育園の

５歳児との関わりを持つ事が出来、どこの小学校に行くのかを伝え合う事により、就学への期待にも繋げること

が出来た。地域外での交流活動は実施出来ていないが、宗像ユリックスなどの公共の場へ行くことにより、園外

の人たちを身近に感じることが出来、自分たちが宗像という地域の一員である事を実感することへも繋がった。 

 

 

 

 

 

２）生活のなかで必要な言葉を身につけ、自分の思いを表現すると共に、人の話を最後まで聞き、伝え合う心地

良さを味わう。 

毎日の日課として、給食の準備や配膳、事務室への人数報告、掃除、お手伝いといった４つの当番活動を実施

した。当番活動を継続して実施することで、相手のために物事に取り組む姿勢を持つ姿が見られるようになった。

また人前に立って話す経験を積み重ねることにより、人前に立つと言葉が出なかった子もいたが、少しずつ自分

の思いを言葉で伝える姿が見られるようになり、物事に自信を持って取り組む姿が見られた。しかし中には、相

手の思いに耳を傾けるよりも、自分の思いを主張しすぎてしまうことがある為、人の話を最後まで聞くことにつ

いて伝えていくことが必要である。 
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３）友だちとのかかわりを通して、みんなで協力しながら目的を成し遂げる喜びを味わう。 

日々の遊びの中で、けいどろやドッチボールを取り入れた。以前は勝ち負けにこだわる姿も見られていたが、

遊びのルールを意識することにより、負けても我慢が出来るようになり、友だちと協力する面白さを感じるなど、

遊びが充実するようになってきた。また、配慮が必要な子どもについても、友だちと協力したり、友だちの気持

ちを考えたりして行動するようになるなど成長した姿を見ることが出来た。王丸キャンプにおいては、道具の準

備や片付けを子どもたち自身が行い、フィールドの中でテント立てやトイレづくりでは、意見を出し合い協力し

ながら取り組む姿が見られた。キャンプを経験したことにより、その他の活動にも意欲的に取り組む姿が見られ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

４）日々の食事を通して、食べ物と身体の関係に興味・関心をもつ。 

夏野菜の栽培、水やりや収穫を行う事で、食材への興味関心へと繋げた。また、クッキングやキャンプを通し

て自ら調理体験することでより「味わってみたい」といった食への意欲が見られた。そのことにより、苦手な食

べ物も食べてみようとする気持ちを持つことにも繋げることが出来ていた。畑近くに実った梅の実で梅干し作り

を行ったり、園庭にある柿の実を収穫して全園児の家庭へと振舞ったりすることを実施した。冬には、大根の収

穫を行った。収穫したものを園の給食で提供をし、赤間保育園に届けることも実施し、５歳児との交流の場を持

つことも出来た。 
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給食活動報告 

1.年間給食目標 

１）衛生面に気をつけて安全で安心できる食事を提供する 

２）保育士と給食室が連携を持ち、積極的に食育に繋げていく 

 （・食に興味を持って楽しくたべる ・基本的な食習慣を身につける ・食に対する感謝の気持ちを知る） 

３）日本ならではの四季を感じつつ、旬の食材などを使う 

 

２．給食活動実践の報告 

月 計画 実施状況 備考 

4月 ・入園祝い 

「タンドリーチキン、花麩の清汁、  

ブロッコリーのツナサラダ、桜ご飯、 

いちご」 

・料理「おやつ 桜餅」 

   「おやつ 竹の子おにぎり」 

・給食だより「春野菜について」 

・福岡県郷土料理 

「筑前煮」 

 「だぶ」 

・畑活動「夏野菜 うね作り」 

・絵本メニュー 

「はらぺこあおむしカップケーキ」 

 

・入園祝い 

「タンドリーチキン、花麩の清汁 

ブロッコリーのツナサラダ、桜ご飯、 

いちご」４/11 

・料理「おやつ 桜餅」4/11 

「おやつ 竹の子おにぎり」4/10 

・給食だより「三色食品群」4/28 

・福岡県郷土料理 

「筑前煮」4/10 

 「だぶ」4/18 

・畑活動「夏野菜 うね作り」 

・絵本メニュー 

「はらぺこあおむしカップケーキ」4/28 

 

 

5月 ・こいのぼりランチ 

「こいのぼりカレー、海藻サラダ、 

バナナ」 

・料理「おやつ よもぎケーキ」 

・給食だより「端午の節句について」 

・中国地方郷土料理 

「岡山県 若竹汁」 

「山口県 けんちょう」 

・畑活動「さつま芋 苗植え」 

・マザーリング 

・絵本メニュー 

「おむすびさんちのたうえのひおむすび」 

・こいのぼりランチ 

「鰤の照り焼き・ちまき風・わかめの清汁・ 

バナナ」5/8 

・給食だより「マナーについて」5/29 

・畑活動「苗植え」 

・マザーリング 5/21 

・絵本メニュー 

「おむすびさんちのたうえのひおむすび」 5/30 

・5歳児 玉ねぎクッキング 5/20 

 

 

6月 ・梅干し作り「5歳児対象」 

・給食だより「生活習慣病について」 

・九州地方郷土料理 

「宮崎県 チキン南蛮」 

・梅干し作り「5歳児対象」6/9 

・給食だより「食中毒について」6/30 

・九州地方の郷土料理 

「宮崎県 チキン南蛮 」6/25 
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「熊本県 いきなり団子」 

・絵本メニュー 

「ばばばあちゃんのなんでもおこのみやき」 

「熊本県 いきなり団子」 6/2 

・絵本メニュー 

「ばばばあちゃんのなんでもおこのみやき」6/27 

7月 ・七夕ランチ 

「七夕そうめん、チーズハンバーグ、 

ピラフ、オレンジ」 

・梅干し作り「5歳児対象」 

・給食だより「夏野菜について」 

・東北地方郷土料理 

「秋田県 そぼろ丼」 

「岩手県 じゃじゃ麺」 

・畑活動「収穫 ゴーヤ、胡瓜、 

オクラ」 

・絵本メニュー 

「ケチャップれっしゃケチャップライス」 

・梅干しクッキング 7/2 

・七夕ランチ 

「七夕そうめん、チーズハンバーグ、 

ごま塩ご飯、すいか」7/7 

・給食だより「マナーについて」7/29 

・東北地方の郷土料理 

「秋田県 そぼろ丼」7/12 

「岩手県 じゃじゃ麺」7/22 

・畑活動「収穫 ゴーヤ、胡瓜、なす、オクラ

すいか」 

・マザーリング 7/9実施 

・絵本メニュー 

「ケチャップれっしゃケチャップライス」7/25 

・とうもろこしの皮むき（4歳児）7/16 

 

8月 ・給食だより「おやつについて」 

・沖縄県郷土料理 

「ゴーヤチャンプル」 

「ちんすこう」 

・地域支援「マザーリング」 

・畑活動「収穫 ゴーヤ、胡瓜、 

オクラ、なす」 

・畑活動「冬野菜 うね作り」 

・ほんわかクッキング 

・絵本メニュー 

「ぱんぱんでんしゃ あんぱん」 

  

・給食だより「おやつについて」8/30 

・沖縄県郷土料理 

「ゴーヤチャンプル」8/19 

「ちんすこう」8/19 

・畑活動「収穫 ゴーヤ、胡瓜、なす、オクラ

すいか」 

・畑活動「冬野菜 うね作り」 

・絵本メニュー 

「ぱんぱんでんしゃ あんぱん」8/25 

・夏祭り 

 「焼きそば、唐揚げ、焼きとうもろこし、 

バナナ」8/5 

 「夏野菜カレー、冷やし胡瓜、フルーツポン

チ」8/6 

 

9月 ・お月見「お月見蒸しパン」 

 

・お彼岸「おはぎ」 

・給食だより「朝ご飯の大切さ」 

・東海地方郷土料理 

「静岡県 桜えびのかき揚げ」 

「愛知県 小倉トースト」 

・畑活動「苗植え」 

・マザーリング 

・絵本メニュー 

「もりいちばんのおともだち 

かぼちゃプリン」 

・お彼岸「おはぎ」9/22 

・給食だより「よく噛んで食べよう」9/30 

・東海地方郷土料理 

「静岡県 桜えびのかき揚げ」9/25 

 「愛知県 小倉トースト」9/25 

・畑活動「苗植え」 

・マザーリング 参加者なし 

・絵本メニュー「もりいちばんのおともだち 

かぼちゃプリン」 9/30 
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10月 ・子どもチーズフォンデュ 

・給食だより「よく噛んで食べる」 

・近畿地方郷土料理 

「奈良県 にゅうめん」         

「和歌山県 ちりめん梅ご飯」 

・マザーリング 

・絵本メニュー 

「おにぎり おにぎり」 

・給食だより「好き嫌いについて」10/30 

・近畿地方郷土料理 

「奈良県 にゅうめん」10/2 

「和歌山県 ちりめん梅ご飯」10/2 

・マザーリング 10/１ 

・絵本メニュー「おにぎり おにぎり」10/29 

・芋ほり（3歳児）10/6 

 

11月 ・芋ほり   

・ラーメン屋さん 

・手洗い指導 

・給食だより「お箸の持ち方について」 

・愛知県郷土料理 

「手羽先」           

「味噌煮込みうどん」 

・マザーリング 

・絵本メニュー 

「バムとケロのにちようび ドーナツ」 

・給食だより「お箸の持ち方」11/28 

・愛知県郷土料理 

「手羽先」11/20 

「味噌煮込みうどん」11/４ 

・マザーリング 11/12 

・絵本メニュー 

「バムとケロのにちようび ドーナツ」11/21 

 

12月 ・クリスマス会「鶏肉の照り焼き、 

ポテチサラダ、ロールパン、 

かぼちゃのポタージュスープ、バナナ」 

・年越しうどん 

・マザーリング 

・給食だより「郷土料理について」 

・冬野菜収穫「大根・白菜」 

・四国地方郷土料理 

「愛媛県 こくしょう」 

「高知県 ぐる煮」 

・絵本メニュー 

「おばけのてんぷら てんぷら」 

 

・クリスマス会「手羽先の照り焼き、クリスマ

スサラダ、ジュリエンヌスープ、リーフピラフ」 

12/24 

・年越しうどん 11/27 

・マザーリング 実施なし 

・給食だより「郷土料理について」12/24 

・四国地方郷土料理 

「愛媛県 こくしょう」12/10 

「高知県 ぐる煮」12/9 

・絵本メニュー 

「おばけのてんぷら てんぷら」12/25 

 

1月 ・お節料理 

「のしどり、煮しめ、大根なます、 

花麩の清汁、みかん」          

・おむすびの日「手作りおむすび、みそ汁 

 ししゃも」 

・七草がゆ 

・鏡開きぜんざい 

・ピザ屋さん 

・給食だより「行事食について」 

・北海道郷土料理 

「ザンギ」「石狩汁」          

・絵本メニュー 

・お節料理 

「のしどり、煮しめ、大根なます、 

花麩の清汁、みかん」1/5 

・おむすびの日「手作りおむすび、豚汁 

 ししゃも、みかん」1/16 

・七草がゆ１/7 

・鏡開きぜんざい 1/9 

・給食だより「体調の悪い時の対処法」1/30 

・北海道郷土料理 

 「ザンギ」「石狩汁」1/21 
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「おせちのみんなあつまって！おせち料理」 「おせちのみんなあつまって！おせち料理」 

 1/5 

2月 ・節分「ケチャップライス、鶏肉のスタミ

ナ焼き、スパゲッティサラダ、いちご」 

・５歳児対象リクエストメニュー 

・給食だより「リクエストメニュー 

～オススメレシピ～」 

・関東地方郷土料理 

「栃木県 しもつかれ」 

「茨木県 そぼろ納豆」 

・絵本メニュー 

「うどんやのたあちゃんきつねうどん」 

 

・節分「なっとく丼、ししゃも、鬼除け汁 

 いちご」2/3 

・5歳児対象リクエストメニュー 

・給食だより「リクエストメニュー 

 ～オススメレシピ～」2/28 

・関東地方郷土料理 

「栃木県 しもつかれ」2/24 

「茨木県 そぼろ納豆」2/16 

・絵本メニュー 

「うどんやのたあちゃんきつねうどん」2/4 

 

3月 ・ひなまつりランチ「ちらし寿司、唐揚げ、

マカロニサラダ、三つ葉の清汁、いちご」  

・ハンバーガー屋さん 

・給食だより「楽しい食生活」 

・大阪府郷土料理 

 「かやくごはん」 

「お好み焼き」 

・絵本メニュー 

「ねずみくんのホットケーキ」 

 

・ひなまつりランチ「鶏肉の照り焼き、マカロ

ニサラダ、花麩の清汁、ひな祭りご飯、いちご」 

３/３ 

・給食だより「一年間の給食」3/19 

・大阪府郷土料理 

「かやくごはん」3/12 

「お好み焼き」3/6 

・絵本メニュー 

「ねずみくんのホットケーキ」3/13 

 

 

 
３．全体の評価・課題 
１）衛生面に気をつけて安全で安心できる食事を提供する 

日々給食を提供する上で、子ども達が安全で安心できるよう食中毒マニュアル、大量調理マニュアルに基づき

作業を行っている。職員間でもクラス会議などで定期的にマニュアルの確認を行った。また、食材の鮮度や温度、

賞味期限、食材の産地を納品段階でしっかり確認し、調理中でも、食材の異臭や異色など異変（昆布にハエが混

入、ひじきが中国産）気付いた際は周囲の職員同士確認を行い、業者へ確認を行った。 
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２）保育士と給食室が連携を持ち、積極的に食育に繋げていく 

（・食に興味を持って楽しくたべる ・基本的な食習慣を身につける ・食に対する感謝の気持ちを知る） 

畑に子どもたちと一緒に行き、野菜を収穫することにより、苦手な野菜も頑張って食べようとする姿が見られ

た。収穫した玉ねぎを使用し、クッキングを行い食べた。また、自分たちで梅干し作りキャンプのお弁当で持っ

ていった。食育活動としては、クッキング以外にも三色食品群や手洗い指導、食事のマナーについても媒体など

を用いて伝え、食べる事の大切さやマナーの大切さも伝えた。活動だけでなく、日々の給食の時間に子どもたち

と一緒に食べながらマナーについて伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

３）日本ならではの四季を感じつつ、旬の食材などを使う 

毎月のクラス会議や次の月の献立を考える中で、行事食や旬の食材を積極的に取り入れることができた。畑

で育て収穫した旬の野菜などは給食に取り入れることで興味を持って食べてくれる姿があった。旬の畑で採れ

た野菜を使用したクッキング（玉ねぎ、梅、さつま芋）を行い旬の時期ならではの味を知ること出来た。とう

もろこしの皮むきを行い子どもたちに食材に触れる時間を作ることが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


